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場所平均 やや強　　23．3 5．2 9．22　やや良　　1．417．6　　　　19．6　　　　1．062　　　　3．7　　　　　3．42．9
国　　見　場所平均 中 28．2　　　3．7 9，12　やや良　　3．9 7．6　　　　　13．4　　　　1．034　　　　2．1　　　　　2．62．1






















































































































































場所平均 やや強　　27．9 1．4 9．25 　やや良　　1．1 9．1 8．1　　　　1．062　　　　3。8　　　　4，12．5
筑　　波　場所平均 中 24．8　　　3．7 9．29　　やや良　　2．8 6．3　　　　10．9　　　　1，055　　　　3。8　　　　　4．13。2
もしくはそれ以上の評価であったが，裂果や双子果など
の不健全果の割合が高かったり，収量性が低いなどの欠
点が指摘されたことによって試験中止となった。このこ
とはクリの品種育成に関して，食味形質と障害果の発生
率や収量構成要素とのバランスが重要であることを再認
識させる結果となった．また，このような情報を集積し
ていくうえで系統適応性検定試験による地域特性のデー
タが重要であることを改めて認、識する結果となった．
　しかしながら，クリタマバチの天敵であるチュウゴク
オナガコバチが今後も定着していくことを想定すれば，
現在の食味形質を重視した育種の方向性はしばらく変わ
らないと考えられる．特に近年は肉質を改善するために
育種素材としてチュウゴクグリまたはニホングリとチュ
ウゴクグリの雑種が頻繁に用いられるようになっており，
多くの場合これらの後代実生個体の食味評価は既存品種
を上回っている。したがって，これらの選抜個体の中か
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ら収量性が高く，不健全果の発生の少ない個体を選抜し
て系統適応性検定試験に供試していくことが現実的な対
応であろう．
　一方，剥きグリなどの原料として用いた場合，改善さ
れた肉質の硬さやもろさが加工の際のひび割れを引き起
こし，歩留まりの低下を招くという懸念もある．産地に
よっては生産物の一部が加工用として高値で取り引きさ
れているため，こうした問題を解決することも重要であ
る．
　また，今後は煮蒸し用以外に剥きグリやきんとんなど
用途拡大によって付加価値を高めていくことも必要であ
ると考える．したがって，系統適応性試験に参画してい
る各場所と密接に連携しながら生産現場の状況を考慮し
て供試系統の選抜を進めることが重要である．
摘 要
1　平成4年度から12年度まで全国18の公立試験研究機
関の協力のもと‘筑波31号’，‘筑波32号’，‘筑波33号’，
　‘筑波34号’および‘筑波35号’の5系統を供試して
　クリ第5回系統適応性検定試験を実施した．
2　‘筑波31号’は，食味は優良であるが，果実が著し
　く小さいことや双子果および裂果の割合が高いことか
　ら普及性が低いと判定され平成10年度で試験中止となっ
　た．
3　‘筑波32号’は収量が高く肉質や甘味などの食味形
質も優れていたが，双子果，裂果およびモモノゴマダ
　ラメイガなどの被害果の割合が高かったため，平成10
年度で試験中止となった．
4　‘筑波33号’は果実収量や食味形質は標準以上であっ
　たが，対照品種の‘国見’および‘筑波’と比較して
やや果実が小さいこと，虫害果および裂果の割合が多
　いことから平成11年度で試験中止と判定された．
5　‘筑波34号’は果実の外観が優れ，果実品質も対照
品種の‘筑波と比較して遜色なかったが，果実収量
が極端に低かったため，普及には問題があると判定さ
れ平成10年度で試験中止となった．
6　‘筑波35号’は平成13年10月9日付で‘秋峰’と命
名され，‘くり農林7号’として登録のうえ公表され
た．
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